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降雨に伴う微気圧変動
Micro-barometric variation associated with rainfall
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夏場の夕立など、急な降雨の開始と数十秒から数百秒周期の微気圧変動の間には明
瞭な対応関係があることがわかった。その対応関係を定量的に調べるため、降雨と微
気圧変動および BS放送電波の受信強度観測データを毎秒値で記録した。その結果、降
雨が始まる約１分前から気圧が上昇を始め、降雨が始まると、数分周期の振動が始ま
り、気圧上昇が元に戻り始めしばらくすると雨も小降りになる現象が頻繁に観測され
た。このような対応関係が生じる原因として、上空で雨滴が落下することによる動圧
で大気が圧縮され、それが地表での降雨に先立ち気圧の上昇として観測されていると
解釈できる。この解釈が正しいとすると、雨雲より上空では逆に減圧し、それが音波
(希薄波)として上空に向かって伝搬する可能性が考えられる。この報告では、上記の
ような対応関係を多数の例について調べた結果について報告する。
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